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ご
寄
付
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
県
社
協
で
は
、
国
土
交
通

大
臣
の
認
定
を
受
け
た
機
関

で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
ネ
ッ

ト
の
協
力
の
も
と
、
「
平
成
２５

年
度
福
祉
有
償
運
送
運
転
者

講
習
会
・
セ
ダ
ン
等
運
転
者

講
習
会
」
を
次
の
と
お
り
実

施
致
し
ま
す
。
　

　
詳
細
・
申
込
み
等
に
つ
い

て
は
、
講
習
会
１
ヵ
月
前
に

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

　
1
日
目
９
月
１４
日（
土
）座
学

　
2
日
目
９
月
１５
日（
日
）実
技

■
対
象…

移
送
サ
ー
ビ
ス
担

　
当
者
、
訪
問
介
護
員
、
移
送

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

■
会
場…

県
総
合
福
祉
セ
ン

　
タ
ー
西
棟
４
階
　
第
７
会

　
議
室

■
問
合
わ
せ

　
県
社
協
地
域
福
祉
部  

外
間

　
℡
０
９
８(

８
８
７)

２
０
０
０

あ
な
た
の
地
域
の
福
祉

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
地
域
の
福
祉

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

※

本
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
税

　
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

　
ま
す
。

訪問カー
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〜
平
成
24
年
度
事
業
実
績
概
要
報
告
〜

〜
平
成
24
年
度
事
業
実
績
概
要
報
告
〜

沖
縄
県
社
協
で
は
、
第
3
次
沖
縄
県
社
協
21
プ
ラ
ン
の
着
実

な
執
行
を
目
指
し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
本
号
で

は
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

　　
市
町
村
社
協
活
動
の
強
化
を

通
じ
て
地
域
福
祉
課
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
地
域
福
祉
活
動

計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
と
と

も
に
市
町
村
社
協
へ
の
巡
回
訪

問
や
策
定
委
員
会
へ
の
職
員
派

遣
等
を
行
い
、
策
定
促
進
を

図
っ
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
担

う
人
材
養
成
を
進
め
た
。

　
さ
ら
に
、
共
同
募
金
配
分
金

を
活
用
し
、
住
民
の
身
近
な
生

活
圏
域
に
お
け
る
小
地
域
福
祉

活
動
の
基
盤
整
備
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
小
地
域
福
祉

活
動
活
性
化
モ
デ
ル
助
成
事

業
」
を
創
設
し
、
県
内
２
社
協

に
計
93
万
５
千
円
を
助
成
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
県
市
町
村
社
協

連
絡
協
議
会
と
の
連
携
の
も

と
、
県
内
各
地
の
小
地
域
福
祉

活
動
に
つ
い
て
の
実
践
事
例
を

収
集
し
、
資
料
集
を
発
行
す
る

な
ど
情
報
発
信
に
努
め
て
い

る
。

　
一
方
、
大
規
模
災
害
へ
の
対

応
力
を
高
め
る
た
め
、
「
市
町

村
社
協
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

策
定
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、

モ
デ
ル
社
協
と
し
て
４
市
町
村

社
協
へ
の
集
中
支
援
を
行
な
っ

た
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動

団
体
の
組
織
力
ア
ッ
プ
に
向
け

た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　
さ
ら
に
、
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
の
強
化
と
し
て
県
民
児

協
へ
の
支
援
や
相
談
技
術
向
上

の
た
め
の
各
種
研
修
会
を
実
施

し
た
。

　
福
祉
施
設
・
事
業
所
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し

て
、
各
種
別
協
議
会
に
よ
る

職
員
研
修
を
67
件
実
施
し
、

延
べ
７
，
５
９
２
人
が
受
講
し

た
。
ま
た
、
県
の
委
託
を
受

け
て
18
コ
ー
ス
の
研
修
を
実

施
し
、
延
べ
２
，
２
９
５
人
が

受
講
し
た
。

　
本
県
で
開
催
し
た
全
国
保

育
研
究
大
会
、
九
州
児
童
福

祉
施
設
職
員
研
究
大
会
及
び

九
社
連
老
人
福
祉
施
設
職
員
研

究
大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
総

数
３
，５
８
０
人
が
参
加
し
た
。

　
当
事
者
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

活
動
支
援
の
た
め
、
22
団
体
31

事
業
に
つ
い
て
社
会
福
祉
振
興

基
金
の
運
用
果
実
１
，
２
４
３

万
３
千
円
及
び
県
地
域
福
祉
基

金
補
助
金
８
３
９
万
３
千
円
に

よ
る
助
成
を
決
定
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
台
風
被
災
施
設
等
へ
の

緊
急
・
小
口
助
成
と
し
て
15
事

業
２
４
８
万
７
千
円
を
助
成
し

た
。

　
福
祉
事
業
従
事
者
の
研
修
体

系
の
確
立
と
各
施
設
・
事
業
所

及
び
地
域
に
お
け
る
研
修
内
容

の
標
準
化
を
目
指
し
、
県
の
委

託
を
受
け
て
「
沖
縄
県
の
人
材

育
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
、
「
職

種
別
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

等
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　
一
方
、
福
祉
人
材
の
養
成
・

確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
、
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

の
無
料
職
業
紹
介
事
業
を
通
じ

て
、
２
０
５
人
が
採
用
さ
れ
た

ほ
か
、
求
人
相
談
、
求
職
相

談
、
新
規
求
職
登
録
者
数
と
も

に
増
加
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
福
祉
士
や
社
会

福
祉
士
等
の
資
格
取
得
を
目
指

す
学
生
57
人
に
対
し
修
学
資
金

の
貸
付
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
受
講
試
験
で
は
、

県
内
で
２
，
０
１
０
人
が
受
験

し
、
２
７
８
名
が
合
格
、
そ
の

う
ち
２
７
５
人
が
実
務
研
修
を

修
了
し
た
。

　
さ
ら
に
、
介
護
実
習
・
普
及

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
介
護
に
関

す
る
講
座
等
を
実
施
し
、
年
間

計
１
，
３
４
７
人
が
受
講
し

た
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
解
決
事
業
で
は
、
利
用
者
等

か
ら
の
苦
情
55
件
に
つ
い
て
相

談
対
応
・
助
言
等
を
行
っ
た
ほ

か
、
福
祉
施
設
・
事
業
所
向
け

の
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
各
事
業
所
の
苦
情
対
応
体

制
の
整
備
を
図
っ
た
。

〜
平
成

〜
平
成

〜
平
成

〜
平
成

特集

共
に
支
え
合
う
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

共
に
支
え
合
う
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

地
域
福
祉
の
推
進
及
び
福
祉
文
化
の
形
成

1

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
及
び
当
事
者
活
動
の
支
援

2

▲災害対応マニュアル策定に向けた研修

▲全国・九州地区の大会・研修会の開催

▲福祉人材の養成・確保に向けた支援
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低
所
得
世
帯
等
の
経
済
的
自

立
を
支
援
す
る
た
め
、
生
活
福

祉
資
金
等
の
貸
付
を
行
な
っ
た

（
左
欄
参
照
）
。
あ
わ
せ
て
、

貸
付
金
が
円
滑
に
償
還
さ
れ
る

よ
う
、
滞
納
世
帯
の
訪
問
相
談

な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　
認
知
症
等
に
よ
り
判
断
力
が

不
十
分
な
人
の
地
域
生
活
を
支

援
す
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
で
は
、
新
規
契
約
が
83
件
、

解
約
44
件
で
、
現
利
用
者
数
は

５
１
６
人
と
な
っ
た
。
一
方
、

利
用
待
機
者
も
多
い
こ
と
か
ら

基
幹
的
社
協
の
円
滑
な
事
業
実

施
を
図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
業
務
支
援

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
虐
待
対
応
へ

の
支
援
と
し
て
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
高
齢
者
虐
待
対
応
事
例
を
も

と
に
事
例
集
を
発
行
し
た
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
ま
た
は
障
害

の
あ
る
矯
正
施
設
退
所
者
へ
の

支
援
を
行
う
地
域
生
活
定
着
支

援
事
業
を
受
託
し
、
県
内
外
の

刑
務
所
等
の
退
所
者
17
人
に
つ

い
て
福
祉
施
設
入
所
・
通
所
や

生
活
保
護
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
支
援
対
象
者
22
人
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継
続
し
て

進
め
て
い
る
。

　
局
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
お
い
て
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
か
ら
見
た
福
祉
課
題

に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
今
後
、
調
査
結
果

を
踏
ま
え
て
総
合
企
画
委
員
会

に
お
け
る
課
題
整
理
と
対
応
の

検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
沖
縄
県
社
会
福
祉
施
策
・
予

算
対
策
協
議
会
に
お
い
て
各
福

祉
施
設
・
団
体
の
要
望
を
と
り

ま
と
め
、
県
へ
28
項
目
、
市
町

村
へ
17
項
目
の
要
請
を
行
っ

た
。
こ
の
ほ
か
、
沖
縄
県
社
会

福
祉
審
議
会
等
31
の
審
議
会
、

委
員
会
へ
参
画
し
て
、
行
政
計

画
等
へ
の
提
言
を
行
っ
た
。

　
高
齢
者
の
明
る
く
活
力
あ
ふ

れ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目
的

に
開
催
し
た
沖
縄
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
に
は
、
テ
ニ
ス
や
囲
碁

等
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
20
競
技

に
約
３
，
１
０
０
人
が
出
場

し
、
絵
画
、
彫
刻
等
の
美
術
展

６
部
門
に
は
、
前
年
を
大
き
く

上
回
る
２
７
０
点
が
出
品
さ
れ

る
な
ど
、
シ
ニ
ア
の
ス
ポ
ー

ツ
・
芸
術
活
動
の
振
興
に
寄
与

し
た
。

　
ま
た
、
第
25
回
全
国
健
康
福

祉
祭
宮
城
・
仙
台
大
会
へ
県
代

表
選
手
を
78
人
派
遣
し
、
美
術

作
品
を
12
点
出
展
し
た
。

　
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
で

は
、
入
学
者
１
９
２
人
に
対
し

て
地
域
文
化
学
科
・
健
康
福
祉

学
科
・
生
活
環
境
学
科
の
３
学

科
に
お
い
て
体
系
的
な
学
習
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
き
が
い
と
健
康
の
保
持
・
増

進
及
び
地
域
活
動
の
担
い
手
の

養
成
に
努
め
た
。

　
高
齢
者
の
就
労
機
会
の
確
保

を
目
的
に
実
施
す
る
高
齢
者
無

料
職
業
紹
介
事
業
で
は
求
人
開

拓
に
力
を
入
れ
、
年
間
１
０

６
人
の
就
職
を
実
現
し
た
。

地
域
自
立
生
活
を
支
え
る
福
祉
基
盤
づ
く
り

3

明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り

4
政
策
提
言
活
動
の
強
化

5

▲沖縄ねんりんピックの開催

▲かりゆし長寿大学校の運営

▲高齢者虐待対応力の向上のための研修会

▲福祉施策・予算への提言・要請活動

○生活福祉資金貸付決定状況
【人員】1,074人【金額】391,103,702円

○要保護世帯向け不動産担保型
　　　　　　　　生活資金貸付決定状況
　【人員】7人　【金額】54,737,100円

○臨時特例つなぎ資金貸付決定状況
　【人員】58人 【金額】5,353,000円
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会
員
の
拡
充
を
図
り
、
第
１

種
〜
５
種
会
員
１
６
０
件
の
新

規
加
入
を
実
現
し
た
。

　
ま
た
、
租
税
特
別
措
置
法
等

に
基
づ
き
寄
附
金
の
税
額
控
除

対
象
法
人
と
し
て
県
知
事
の
証

明
を
受
け
、
寄
附
者
に
対
す
る

還
元
の
拡
大
を
図
っ
た
。

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業
を
実
施

し
に
よ
っ
て
、
社
会
福
祉
活
動

資
金
２
９
６
万
円
余
り
を
造
成

し
た
。

　
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
と
し
て
同
セ
ン
タ
ー

の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
、
年

間
５
，
８
５
０
件
、
計
23
万
５

千
人
余
り
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
災
害
に
お
い
て
は
九
州
社

会
福
祉
協
議
会
連
合
会
と
連
携

し
て
支
援
体
制
を
組
み
、
本
県

は
熊
本
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
８
人(

県

内
２
市
町
社
協
含
む)

を
派
遣

し
て
延
べ
15
日
に
わ
た
る
現
地

支
援
を
行
っ
た
。

　
平
成
24
年
９
月
の
台
風
16
号

及
び
17
号
に
際
し
て
は
「
県
社

協
災
害
救
援
本
部
」
を
設
置
し

て
被
災
地
域
の
社
協
へ
職
員

を
派
遣
し
、
現
地
社
協
職
員
と

と
も
に
被
災
状
況
の
把
握
と
被

災
世
帯
の
支
援
方
策
の
検
討
・

助
言
を
行
っ
た
。

　
県
社
会
福
祉
大
会
及
び
各
種

福
祉
週
間
行
事
に
お
い
て
県
民

へ
の
社
会
福
祉
の
啓
発
を
進
め

た
ほ
か
、
年
６
回
の
広
報
紙
発

行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
発
信
に
努
め
た
。

　
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
社

会
福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

蔵
書
・
資
料
の
総
冊
数
１
万
点

余
り
を
そ
ろ
え
、
年
間
９
５
９

件
の
福
祉
図
書
を
貸
出
し
た
。

広
報
・
啓
発
及
び
情
報
提
供
機
能
の
強
化

6
災
害
等
へ
の
対
応

8

経
営
体
制
・
財
政
基
盤
の
強
化

7
詳
細
の
実
績
報
告
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

詳
細
の
実
績
報
告
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　平成24年度の各会計の決算総括は、収入総額が4,873,154千円、支出総額が1,692,438千円、収支の差額
（当期末支払資金）は3,180,716千円となっている。収支差額の内訳は、一般会計が32,614千円、収益会計が
25,476千円、福祉資金貸付会計等が3,122,625千円となり、福祉資金貸付会計等が約98％を占めているが、
その大部分が生活困窮者への貸付金の原資である。

Ⅰ　一般会計　収支の状況
資 金 収 支 計 算 書

支　　出

人 件 費

事 務 費 等

事 業 費

助成金・負担金

繰入金支出

固定資産取得

積立金積立等

その他支出等

当期資金残高

246,244,029

18,864,154

200,946,888

65,555,040

66,753,497

5,050,500

85,733,920

11,032,240

32,614,276

計

収　　入

732,794,544

補 助 金収入

受託金収入

助成金・共募

事業収入・受取利息

負担 金 収 入

会費・寄付金収入

雑収入・繰入金

取崩・売却収入等

前期末支払資金

174,270,314

198,404,384

18,078,149

107,857,363

23,942,762

26,857,730

85,476,990

19,831,220

78,075,632

計 732,794,544

事 業 活 動 収 支 計 算 書
支　　出

人 件 費

事 務 費 等

事 業 費

助成金・負担金

基金・減費・引当

繰 入金支出

雑 損 失

国庫積立額

積立金積立

次期繰越差額

246,244,029

16,774,554

200,946,888

65,555,040

35,823,938

66,753,497

0

5,050,500

72,768,000

17,106,723

計

収　　入

727,023,169

補 助 金収入

受託金収入

助成金・共募

事業収入・受取利息

負担 金 収 入

会費・寄付金収入

雑収入・繰入金

取崩・売却収入

引当金戻入

前期繰越差額

174,270,314

198,404,384

18,078,149

107,857,363

23,942,762

26,857,730

85,476,990

19,314,043

11,886,010

60,935,424

計 727,023,169

貸　借　対　照　表 
借　　方

流 動 資 産

固 定 資 産

65,792,149

2,030,532,213

計

貸　　方

2,096,324,362

流 動 負 債

固 定 負 債

基 本 金

基 金

元 入 金

国庫補助等積立

その他の積立金

次期繰越差額

43,465,873

264,878,378

1,000,000

1,494,634,213

0

5,222,692

270,016,483

17,106,723

計 2,096,324,362

単位：円

▲九州北部豪雨災害への対応（熊本市） ▲福祉功労者への顕彰（県社会福祉大会）

▲チャリティー事業の開催（第39回芸能の夕べ公演）

平成24年度　沖縄県社会福祉協議会決算報告平成24年度　沖縄県社会福祉協議会決算報告
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Ⅱ　収益事業会計　収支の状況
資 金 収 支 計 算 書

支　　出 収　　入
人件費

事務費等

事業費

助成金・負担金

繰入金支出

固定資産取得

積立金積立等

その他支出等

当期資金残高

計

21,650,727
72,089,498
491,895

0
13,840,000

0
2,622,280
822,538

25,476,162

136,993,100

補助金収入

受託金収入

助成金・共募

事業収入・受取利息

負担金収入

会費・寄付金収入

雑収入・繰入金

取崩・売却収入等

前期末支払資金

計

0
74,111,000

0
31,861,492

0
0

209,365
0

30,811,243

136,993,100

事 業 活 動 収 支 計 算 書
支　　出 収　　入

人件費

事務費等

事業費

助成金・負担金

基金・減費・引当

繰入金支出

雑損失

国庫積立額

積立金積立

次期繰越差額

計

21,650,727
71,917,138
491,895

0
5,469,823
13,840,000
274,311,175

2,395,000
91,468,789
481,544,547

補助金収入

受託金収入

助成金・共募

事業収入・受取利息

負担金収入

会費・寄付金収入

雑収入・繰入金

取崩・売却収入

引当金戻入

前期繰越差額

計

0
74,111,000

0
31,861,492

0
0

209,365
274,181,957
668,790

100,511,943
481,544,547

貸　借　対　照　表
借　　方 貸　　方

流動資産

固定資産

計

27,440,510
161,015,695

188,456,205

流動負債

固定負債

基本金

基金

元入金

国庫補助等積立

その他の積立金

次期繰越差額

計

2,353,348
3,789,818

0
0

40,765,033
0

50,079,217
91,468,789

188,456,205

Ⅲ　特別会計（生活福祉資金・要保護世帯向け長期生活支援資金・生活福祉資金貸付事務費・
　　臨時特例つなぎ資金・介護福祉士等修学資金）収支の状況

資 金 収 支 計 算 書
支　　出 収　　入

人件費

事務費等

事業費

助成金・負担金

繰入金支出

固定資産取得

積立金積立等

その他支出等

当期資金残高

計

42,064,242
10,874,015
499,028,898

0
27,970,649
333,900

300,409,341
60,370

3,122,625,562

4,003,366,977

補助金収入

受託金収入

助成金・共募

事業収入・受取利息

負担金収入

会費・寄付金収入

雑収入・繰入金

取崩・売却収入等

前期末支払資金

計

359,221,500
0
0

358,400,911
0
0

26,244,364
0

3,259,500,202

4,003,366,977

事 業 活 動 収 支 計 算 書
支　　出 収　　入

人件費

事務費等

事業費

助成金・負担金

基金・減費・引当

繰入金支出

雑損失

国庫積立額

積立金積立

次期繰越差額

計

42,064,242
10,874,015
78,785,417

0
54,068,364
27,970,649

370
333,900
410,111

210,811,521
425,318,589

補助金収入

受託金収入

助成金・共募

事業収入・受取利息

負担金収入

会費・寄付金収入

雑収入・繰入金

取崩・売却収入

引当金戻入

前期繰越差額

計

359,221,500
0
0

29,704,538
0
0

26,244,364
1,015,593
1,573,000
7,559,594

425,318,589

貸　借　対　照　表 
借　　方 貸　　方

流動資産

固定資産

計

3,130,153,754
3,394,423,585

6,524,577,339

流動負債

固定負債

基本金

基金

元入金

国庫補助等積立

その他の積立金

次期繰越差額

計

16,163,758
54,361,000

0
18,807,057

0
5,873,956,501
350,477,502
210,811,521

6,524,577,339

≪一般会計≫

≪収益事業会計≫

助成金・負担金
65,555,040円
8.9%

繰入金支出
66,753,497円
9.1%

固定資産取得
5,050,500円
0.7%

積立金積立等
85,733,920円　11.7%

その他支出等
11,032,240円　1.5%

当期資金残高
32,614,276円　4.5%

事務費等
18,864,154円
2.6%

人件費
246,244,029円
　　33.6%

事業費
200,946,888円
27.4%

一般会計
支出の部

732,794,544円

補助金収入
174,270,314円
　　　23.7%

　　　　受託金収入
198,404,384円
27.0%

助成金・共募
18,078,149円　2.5%

事業収入・受取利息
107,857,363円　14.7%

負担金収入
23,942,762円
3.3%

会費・寄付金収入
26,857,730円
3.7%

雑収入・繰入金
85,476,990円
11.7%

取崩・売却収入等
19,831,220円　2.7%

前期末支払資金
78,075,632円　10.7%

一般会計
収入の部

732,794,544円

受託金収入
74,111,000円
54.1％　

事務費等
72,089,498円
52.6％

事業収入・受取利息
31,861,492円　23.2％

前期末支払資金
30,811,243円　22.5％

雑収入・繰入金
209,365円　0.2％

人件費
21,650,727円15.8％

事業費
491,895円0.4％

積立金積立等
2,622,280円1.9％

繰入金支出
13,840,000円10.1％

当期資金残高
25,476,162円
18.6％

その他支出等
822,538円0.6％収入の部136,993,100円

≪特別会計≫

補助金収入
359,221,500円9.0％

前期末支払資金
3,259,500,202円 81.4％

事業収入・受取利息
358,400,911円8.9％

雑収入・繰入金26,244,364円 0.7％

人件費42,064,242円1.1％

事務費等10,874,015円0.3％

事業費499,028,898円12.5％

繰入金支出27,970,649円0.7％
積立金積立等300,409,341円7.5％

その他の支出
60,370円0.001％ 当期末資金残高

3,122,625,562円78.0％

固定資産取得333,900円0.01％
収入の部　4,003,366,977円

支出の部　4,003,366,977円

支出の部136,993,100円

※各会計の決算書については、本会ホームページまたは総務企画部窓口でも閲覧可能です。

単位：円

単位：円

▲九州北部豪雨災害への対応（熊本市） ▲福祉功労者への顕彰（県社会福祉大会）

▲チャリティー事業の開催（第39回芸能の夕べ公演）

平成24年度　沖縄県社会福祉協議会決算報告平成24年度　沖縄県社会福祉協議会決算報告
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　本会では5月24日の第1回理事会及び評議員会において、平成24年度事業実績報
告及び決算報告を議決した。ここではその概要を掲載し、詳細は本会及びホームペー
ジで公開する。

①共同募金総額 （単位：円）
区　　　分 目　標　額 実　績　額 達 成 率

一般募金
事務局受付・その他

合　　計

220,421,000
0

220,421,000

185,767,548
1,893,977

187,661,525

84.3%
̶

85.1%

②共同募金配分内訳 （単位：円）
配 分 区 分 配 分 計 画 配　分　額 達 成 率

市町村社協配分
福祉施設団体配分
災害等準備金
支会分会交付金
次年度運動積立金
本部経理区分繰入

合　　計

135,421,000
30,000,000
8,970,000
12,000,000
16,000,000
18,030,000
220,421,000

107,787,548
22,804,977
7,627,000
12,000,000
16,000,000
21,442,000
187,661,525

57.4%
12.2%
4.1%
6.4%
8.5%
11.4%
100.0%

③歳末たすけあい（県共募の取扱い）
（単位：円）ア.義援金受付

区 　 分 件 　 数 金　　額
県共募・その他受付
前年度繰越金入

合　　計

247
̶
247

5,946,035
2,934,967
8,881,002
（単位：円）イ.義援金配分

区 　 分 団 体 数 金　　額
小規模離島村
作業所等団体
次年度繰越金

合　　計

9
64
̶
73

1,110,000
5,412,000
2,359,002
8,881,002
（単位：円）ウ.物品受付と配分

施 設 種 別 件数
肢体不自由児
児童養護
児童ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
重症心身障害児
知的障害児・者
障害者支援
児童自立支援
児童一時保護所
婦人・母子関係
障害福祉ｻｰﾋﾞｽ
市町村社協・中部
合　　計

2
6
34
2
6
9
1
1
4
82

147

ケーキ
25
44
92
18
41
75
3
2
43
217
̶
560

ゼンザイ

400
400

ジュース
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　

　

60
ケース/60

（単位：円）ア.義援金受付
区 　 分 件 　 数 金　　額

各市町村受付
前年度繰越金

合　　計

41
̶
41

58,380,910
35,392,615
93,773,525

④地域歳末たすけあい（市町村共同募金委員会の取扱い）

（単位：円）イ.義援金配分
区 　 分 事 業 数 金　　額

地域歳末配分
次年度繰越金

合　　計

194
̶
194

59,160,489
34,613,036
93,773,525

（単位：千円）平成24年度　決算報告　
資 金 収 支 計 算 書

借 　 　 方 貸 　 　 方
経常支出
施設整備等支出
財務支出
予備費
当期末支払資金残高

計

315,779
0

1,929
0

84,841
402,549

経常収入
施設整備等収入
財務収入
前期末支払資金残高額

計

319,975
0

4,307
78,267

402,549
貸 借 対 照 表

借 　 　 方 貸 　 　 方
流動資産
固定資産

計

218,576
86,262

304,838

流動負債
固定負債
基本金
その他の積立金
次期繰越活動収支差額

計

161,740
21,109
3,000
58,153
60,836
304,838

　
平
成
10
年
か
ら
13
年
間
続
い
た
、
募
金
実
績
額
の
右
肩
下

が
り
に
歯
止
め
を
か
け
た
23
年
度
運
動
を
受
け
、
24
年
度
は

2
億
2,
0
4
2
万
1
千
円
の
目
標
を
立
て
、
共
同
募
金
運
動

の
正
念
場
の
年
と
位
置
付
け
て
取
組
ん
で
き
た
が
、
目
標
達

成
が
20
市
町
村
で
、
前
年
度
よ
り
21
市
町
村
で
増
額
と
な
っ

た
も
の
の
、
総
額
で
は
3
0
0
万
円
余
の
減
額
と
な
っ
た
。
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
地
域
歳
末
が
6,
4
1
2
万
9
千

円
、
県
共
募
が
9
0
0
万
円
の
目
標
を
掲
げ
て
運
動
を
展
開

し
、
地
域
歳
末
は
前
年
度
よ
り
19
市
町
村
が
実
績
増
と
な
っ

た
も
の
の
3
0
0
万
円
余
の
減
で
達
成
率
91
%
、
県
共
募
が
30

万
円
余
の
増
で
は
あ
っ
た
が
、
達
成
率
66
%
と
、
こ
こ
数
年

低
調
が
続
い
て
い
る
。

※社会福祉法人会計基準に基づく
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豊
見
城
市
は
高
齢
化
率
13
．

９
％
（
平
成
24
年
10
月
１
日
現

在
）
で
比
較
的
若
い
市
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
率
は

徐
々
に
上
昇
し
、
１
人
あ
た
り

の
占
め
る
医
療
費
も
高
い
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ

の
背
景
に
は
生
活
習
慣
病
罹
患

者
の
増
加
が
あ
り
、
こ
れ
が
医

療
費
や
要
介
護
者
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
る
ほ
か
、
近
年
で

は
糖
尿
病
性
に
よ
る
人
工
透
析

患
者
も
増
加
し
て
い
る
そ
う
で

す
。ま
た
、
男
性
の
２
人
に
１
人
、

女
性
の
５
人
に
１
人
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者

及
び
そ
の
予
備
軍
と
の
統
計
も

あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
豊
見
城

市
の
長
寿
も
危
ぶ
ま
れ
、
健
康

長
寿
を
目
指
す
こ
と
が
課
題
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
の
健
康

問
題
に
市
社
協
と
し
て
も
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
の

思
い
と
、
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
室
の
リ
ハ
ビ

リ
器
具
等
の
整
備
を
考
え
て
い

た
時
期
と
が
重
な
り
、
県
共
同

募
金
会
へ
相
談
し
、
二
つ
返
事

で
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。（
２
年
間
の

モ
デ
ル
指
定
で
初
年
度
目
標
額

は
１
０
０
万
円
。）

　
準
備
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と

や
１
〜
３
月
の
間
に
実
施
と
の

条
件
が
あ
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

芸
能
公
演
開
催
を
中
心
に
活
動

を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
１

３
０
万
余
り
の
実
績
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
目
標
額
を
上
回
り
ま

し
た
が
、
寄
付
者
層
拡
大
の
課

題
が
残
り
、
ま
だ
ま
だ
努
力
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。今
後

は
主
体
的
か
つ
長
期
的
な
寄
付

者
層
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
よ
う

な
取
組
み
も
検
討
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
健
康
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
共
感
す
る
企
業
等
の

協
力
に
よ
る
寄
付
金
付
商
品
の

販
売
や
、
若
者
の
募
金
に
対
す

る
意
識
拡
大
の
取
組
み
と
し
て
、

成
人
式
実
行
委
員
会
結
成
時
に

協
力
を
呼
び
か
け
る
等
「
新
成

人
＝
二
十
歳
の
募
金
」
が
定
着

す
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

行
う
こ
と
で
す
。実
際
に
、
今
年

の
成
人
式
実
行
委
員
会
か
ら
も

「
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
」
と
の
声

が
あ
り
、
今
後
も
実
績
と
と
も

に「
や
っ
て
良
か
っ
た
」の
声
に

つ
な
が
る
事
業
が
で
き
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

【
寄
稿
】
豊
見
城
市
共
同
募
金
委
員
会

　
　
　
主
査
　
仲
尾
次
り
か

〜
新
た
な
募
金
手
法（
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
）の

　
　
　
　
　 

開
発
に
向
け
た
改
革
モ
デ
ル
事
業
〜
　

〜
新
た
な
募
金
手
法（
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
）の

　
　
　
　
　 

開
発
に
向
け
た
改
革
モ
デ
ル
事
業
〜
　

〜
新
た
な
募
金
手
法（
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
）の

　
　
　
　
　 

開
発
に
向
け
た
改
革
モ
デ
ル
事
業
〜
　

〜
新
た
な
募
金
手
法（
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
）の

　
　
　
　
　 

開
発
に
向
け
た
改
革
モ
デ
ル
事
業
〜
　

　
中
央
共
同
募
金
会
で
は
、
従
来
の
募
金
期
間
を
３
ヶ
月
延
長
し
、

「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
か
ら
で
も
」共
同
募
金
に
寄
附
を

で
き
る
環
境
を
作
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
本
県
で
は
豊
見
城
市
共
同
募
金
委
員
会
が
市
社
協
と
協
働
で「
健

康
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」事
業
に
着
手
し
て
お
り
、
本
号
で
は
そ
の

取
組
み
を
紹
介
す
る
。

▲チャリティー芸能公演

▲シルバー人材主催：新春もちつき大会

「東日本大震災」義援金受付を平成26年3月31日迄延長！

※口座名義（福）沖縄県共同募金会　※各銀行・農協 同一名義
※振込手数料は同一銀行内に限り窓口での免除
※税制上の優遇処置（所得税・法人税・個人住民税）の適用対象
 （金融機関の払込金受領書（ATM含）にて税務署対応可）

ふく おきなわけんきょうどう ぼきんかい

銀　行　名 支　店　名 種 目 口 座 番 号
沖縄銀行
琉球銀行
沖縄海邦銀行
沖縄県農業協同組合
コザ信用金庫

石 嶺 支 店
石 嶺 支 店
汀 良 支 店
首里石嶺支店
安 里 支 店

普通
普通
普通
普通
普通

１４１２２８１
３３５４０８
０１８７９４５
００２１６２３
０１４３８４３

「地域福祉活動支援のお知らせ」「地域福祉活動支援のお知らせ」
平成26年度事業　公募助成の案内平成26年度事業　公募助成の案内平成26年度事業　公募助成の案内平成26年度事業　公募助成の案内平成26年度事業　公募助成の案内

地
域
で
福
祉
活
動
を
実
施
し
て
い
る
住
民
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
資
金
助
成
を
目

的
と
し
、
自
主
性
・
非
営
利
・
公
開
を
原
則

1
団
体
、
1
件
30
万
円

7
月
1
日
〜
10
月
31
日（
土
日
・
祝
祭
日
は
除
く
）

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
等
を
記
入
の
上　
　

鏡
文
書
を
付
け
て
沖
縄
県
共
同
募
金
会
へ
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

（
郵
送
で
も
可
）

沖
縄
県
共
同
募
金
会
事
務
局

電　
話　
0
9
8-

8
8
2-

4
3
5
3

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
お
り
ま
す（
応
募
様
式
添
付
）

http://w
w
w
.okishakyo.or.jp/htm

l/kyoubo/

●
募
集
対
象

●
助
成
限
度
額

●
募
集
期
間

●
募
集
方
法

●
問
合
わ
せ
先
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東
日
本
大
震
災
や
昨
年
発
生

し
た
九
州
北
部
豪
雨
災
害
等
の

経
験
を
踏
ま
え
、
本
県
に
お
い

て
も
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

被
災
地
の
社
協
が
初
動
対
応
と

し
て
被
災
者
や
地
域
住
民
へ
の

早
期
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
沖
縄
県
社
協
で
は

社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
て
、
被
災
地
社
協
へ
の
支
援

の
迅
速
化
と
そ
の
体
制
整
備
を

目
指
し
、
災
害
時
に
お
け
る
県

社
協
・
地
区
社
協
連
絡
協
議
会
・

市
町
村
社
協
の
相
互
応
援
協
定

の
締
結
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
こ
の
協
定
で
は
、
災
害
発
生

時
の
被
災
地
社
協
へ
の
応
援
に

至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
、
三
者
間
の
役
割
を
明
示
し

て
い
る
。県
社
協
は
、
被
災
地
社

協
か
ら
の
応
援
要
請
に
基
づ
き
、

被
災
地
の
情
報
収
集
を
踏
ま
え
、

地
区
社
協
連
絡
協
議
会
と
の
連

携
の
も
と
、
市
町
村
社
協
へ
応

援
要
請
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。ま
た
、
市
町
村
社
協
は
、
災

　沖縄県社協・「地域包括・在宅介護支援センター協
議会」では、西尾敦史氏（調査時　沖縄大学教授）の
協力のもと、県内の地域包括支援センター、在宅介護
支援センターを対象に、「地域連携・ネットワークづく
り等実態調査」を実施し、報告書をまとめた。
（回収率52.7％）。

　連携・ネットワークの目的として、「認知症への

対応」（79.6％）、「介護保険サービス情報の提供・

ニーズ発見」（79 . 6％）、「虐待防止・対策」

（77.6％）等が多く、「地域のケアマネージャーへ

の支援」（56.5％）は全国調査が92.3％で最多で

あったのに対してかなり低い。

　また、連携の契機となったこととして、「個人

ニーズ（課題を抱えた方）に対応するため」

（44.7％）の割合が最も多く、次に「地域ニーズ

（地域課題）に対応するため」（31.1％）と、ニー

ズ解決の具体的な取り組みとして連携・ネット

ワークづくりが取り組まれていることがわかっ

た。

　連携の構成員としては、「行政（福祉）」

（78.8％）が最も多く、次に「民生委員・児童委員」

（55.4％）、「社協」（51.4％）、「介護支援専門員」

（50.8％）、「自治会・町内会」（37.8％）等。また、

「ＮＰＯ・ボランティア団体」（全国調査では20％

以上）の割合が、4.3％と極めて低かった。

　「地域ケア会議」は、７割以上の地域で設置さ

れ、センターが主宰、または参加している。

　構成メンバーとして、「市町村行政」（73.0％）、

「介護保険サービス事業所・施設」（67.6％）、

「民生委員・児童委員」（62.2％）、「市町村社協」

（62.2％）、「病院・診療所」（51.4％）等が多く

なっている。また、地域包括支援センター主宰の

会議へは「介護保険サービス事業所」、「市町村行

政」、「病院・診療所」の参加割合が高く、在宅介

護支援センター主宰の会議へは「自治会」の参加割

合が高くなっているのも特徴である。

　地域包括支援センターは、行政直営のセンター

が多い（全国20％に対し、本県は87％）というこ

ともあり、センター専門職の人材確保と養成に対

する課題認識が高い。また、在宅介護支援セン

ターでは、孤立や見守り支援など、より具体的な

地域課題が挙がっている。

　地域包括・在宅介護支援センター協議会では、調査
結果をもとに平成25年度は事例研究を進めていく。
なお、詳しい調査結果については本会ホームページに
て掲載している。

県地域包括・在宅介護支援センター協議会

「地域連携・ネットワークづくり等実態調査」
概 要 報 告

連携・ネットワークの目的「認知症へ対応」最多連携・ネットワークの目的「認知症へ対応」最多

「地域ケア会議」包括と在介で参加割合に違い「地域ケア会議」包括と在介で参加割合に違い

害
救
援
活
動
に
必
要
な
職
員
派

遣
や
資
機
材
の
提
供
等
を
行
う

と
し
た
。

　
こ
う
し
た
支
援
を
迅
速
に
進

め
て
い
く
た
め
に
、「
連
絡
窓
口

の
設
置
」、「
応
援
職
員
の
指
揮
」、

「
経
費
の
負
担
」、「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
応
援
担
当
職

員
の
配
置
」、「
平
常
時
の
任
務
」

等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
県
社
協
で
は
協
定
締

結
を
契
機
に
「
県
社
協
災
害
救

援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
も
と
づ
く

支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
と
同

時
に
、「
市
町
村
社
協
災
害
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
整
備
促
進
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
・
運
営
訓
練
や
応
援
担
当
職

員
養
成
研
修
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
災
害
時
に
社
協
機
能
が
発

揮
で
き
る
よ
う
市
町
村
社
協
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
。

災
害
時
へ
の
備
え

災
害
時
へ
の
備
え

災
害
時
へ
の
備
え

県
内
社
会
福
祉
協
議
会

災
害
時
相
互
応
援
協
定

の
締
結
に
向
け
て

▲災害対応マニュアル策定に向けた役職員研修会
　（北中城村社協）

包括「人材確保と養成」
在介「孤立・見守り支援」が課題
包括「人材確保と養成」
在介「孤立・見守り支援」が課題
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糸
満
市
南
端
部
に
位
置
す
る
喜
屋
武

地
区
で
は
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
和

み
の
会
」
が
活
動
し
て
い
る
。
和
み
の

会
が
発
足
し
た
の
は
昨
年
12
月
の
こ

と
。
か
ね
て
よ
り
高
齢
者
へ
の
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
活
動
し
て
い
た
有
志

の
呼
び
掛
け
に
地
域
の
女
性
た
ち
25
名

が
集
ま
っ
た
。

　
喜
屋
武
地
区
は
戦
前
か
ら
住
民
同
士

の
結
び
つ
き
の
強
い
地
域
特
性
が
あ
っ

た
が
、
最
近
で
は
人
口
の
減
少
や
高
齢

者
の
増
加
が
み
ら
れ
、
地
域
の
中
で
認

知
症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
孤
立
化
す

る
不
安
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
住
民
に

対
し
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
、
地
域
の
中
で
の
見
守
り
態
勢

を
築
い
て
い
こ
う
と
、
和
み
の
会
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
「
『
ま
ず
は
自
分
の
た
め
。
家
族
の

た
め
。
そ
し
て
、
地
域
の
た
め
に
み
ん

な
で
手
を
つ
な
ご
う
』
と
呼
び
か
け

た
。
」
と
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
亀
甲
八

重
子
さ
ん
は
話
す
。
活
動
で
は
決
し
て

強
制
せ
ず
、
メ
ン
バ
ー
の
自
主
性
を
重

ん
じ
た
方
針
を
貫
い
て
い
る
。
月
１
回

の
定
例
会
で
は
自
ら
の
介
護
経
験
を
も

　
糸
満
市
南
端
部
に
位
置
す
る
喜
屋
武

シリーズ
活動最前線

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

和
み
の
会
（
糸
満
市
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

和
み
の
会
（
糸
満
市
）

と
に
、
介
護
中
の
メ
ン
バ
ー
に
助
言
す

る
こ
と
も
。

　
ま
た
、
同
じ
く
メ
ン
バ
ー
の
仲
西
ミ

ヨ
さ
ん
が
「
協
力
を
求
め
た
ら
、
み
ん

な
協
力
し
て
く
れ
る
。
そ
こ
が
喜
屋
武

の
良
い
と
こ
ろ
。
」
と
話
す
と
お
り
、
活

動
の
輪
は
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
会
と
の
交
流

会
で
寸
劇
を
交
え
て
認
知
症
高
齢
者
へ

の
対
応
を
伝
え
た
り
、
見
守
り
態
勢
づ

く
り
の
手
始
め
と
し
て
福
祉
マ
ッ
プ
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
地
区
を
５
つ
の
支
部
に
区

割
り
し
、
区
域
内
に
住
む
メ
ン
バ
ー
が

地
域
の
世
帯
状
況
に
つ
い
て
情
報
収
集

を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
で
支

援
を
必
要
と
す
る
方
が
ど
こ
に
住
ん
で

い
る
か
を
把
握
で
き
た
と
い
う
。
今
後

は
、
集
め
た
情
報
を
も
と
に
自
宅
訪
問
や

見
守
り
活
動
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
和
み
の
会
の
活
動
は
、
ご
近
所
さ
ん

同
士
の
強
み
を
生
か
し
た
支
え
合
い
の

形
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
住
民
同
士 

手
を
つ
な
ご
う
！
」

「
住
民
同
士 

手
を
つ
な
ご
う
！
」

▲和みの会では、毎月第1火曜日に
　定例会を開き、話し合っている。

　
沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委

員
会
で
は
、
公
正
・
中
立
な
第
三
者
機
関

と
し
て
、
利
用
者
と
提
供
事
業
所
で
解
決

が
困
難
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情

の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
24
年
度
に

委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
受
付
数
、
内

訳
は
左
表
の
と
お
り
。

　
苦
情
受
付
数
で
は
、
障
害
者
関
係
分
野

の
苦
情
件
数
が
最
も
多
く
、
全
体
の
約
半

数
近
く
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
苦
情
内

容
の
特
徴
と
し
て
は
「
職
員
の
接
遇
」
に
関

す
る
苦
情
が
19
件
と
最
も
多
く
、
あ
い
さ

つ
を
し
な
い
、
言
葉
遣
い
が
荒
い
な
ど
、

日
常
の
対
応
に
起
因
す
る
も
の
が
多
く
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
る

苦
情
の
多
く
が
事
業
者
段
階
で
対
応
で
き

る
案
件
と
思
わ
れ
る
が
、
事
業
者
に
苦
情

を
申
し
出
て
も
対
応
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
な
ど
に
よ
っ
て
、
相
談
者
の
不
満
が
増

幅
し
、
よ
り
大
き
な
苦
情
へ
と
発
展
し
て

い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

　
近
年
で
は
、
虐
待
の
疑
い
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
と
い
っ
た
権
利
侵
害
に
関
す

る
深
刻
な
案
件
も
増
え
て
き
て
お
り
、
委

員
会
で
は
行
政
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
対
応
を
進
め
て
い
る
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
多
く
は
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
、
弱
い
立
場
に
な
り
や

す
く
、
こ
う
し
た
方
々
の
権
利
を
擁
護
し
、

「
個
人
の
尊
厳
の
保
持
」
や
「
自
立
生
活
支

援
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
も
、
事
業

者
段
階
で
の
苦
情
解
決
体
制
の
整
備
・
促

進
は
欠
か
せ
な
い
。
各
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
は
、
日
々
の
サ
ー
ビ
ス
現
場
に

お
い
て
、
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
や
要
望

に
耳
を
傾
け
、
適
切
な
対
応
に
よ
っ
て
、

信
頼
性
の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

　
関
す
る
苦
情
解
決
事
業

　
　
〜
平
成
24
年
度
実
績
概
要
か
ら
〜

求
め
ら
れ
る
苦
情
へ
の
適
切
な
対
応

求
め
ら
れ
る
苦
情
へ
の
適
切
な
対
応

求
め
ら
れ
る
苦
情
へ
の
適
切
な
対
応

老
　
人

合
　
計

障
　
害

児
　
童

そ
の
他

サービス内容（職員の接遇）
サービス内容（サービスの質、量）
利用料
説明・情報提供
被害・損害 (介護事故、不正請求等）
権利侵害（虐待（疑い）、プライバシーの侵害等）
その他
合　計

4
1
0
3
6
3
0
17

9
0
0
4
3
5
4
25

5
3
0
0
0
3
0
11

1
0
0
1
0
0
0
2

19
4
0
8
9
11
4
55
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高
齢
者
の
創
作
に
よ
る
美
術

作
品
を
展
示
し
、
芸
術
文
化
活

動
に
お
け
る
参
加
機
会
を
促
す

と
と
も
に
、
趣
味
活
動
や
創
作

意
欲
を
高
め
、
生
き
が
い
を
持

ち
、
明
る
く
活
力
あ
る
長
寿
社

会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
第
五
回
沖
縄
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
か
り
ゆ
し
美
術
展
」

を
平
成
26
年
１
月
８
日
（
水
）〜

13
日（
月
）の
６
日
間
、
沖
縄
県

立
博
物
館
・
美
術
館
企
画
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
お
い
て
、
開
催
し
ま

す
。優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
来

　
沖
縄
県
社
協
・
い
き
い
き
長

寿
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
と
社

会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
「
沖

縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
特

別
公
開
講
座
」
を
左
記
の
と
お

り
開
催
す
る
。

　
多
く
の
高
齢
者
に
学
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
大
学
校
の
学
生

以
外
の
方
も
聴
講
可
能
。

　
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
い

き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

年
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第

27
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ

大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木

２
０
１
４
）美
術
展
」に
沖
縄
県

代
表
作
品
と
し
て
出
品
し
ま
す
。

募
集
期
間
は
平
成
25
年
７
月
１

日（
月
）か
ら
10
月
31
日（
木
）ま

で
の
４
ヶ
月
間
、
多
く
の
皆
様

の
御
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。募
集
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
い
き
い
き
長
寿
セ

ン
タ
ー
ま
で
。

　
電
話 

８
８
７

-
１
３
４
４

第
五
回
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

か
り
ゆ
し
美
術
展
開
催

第
五
回
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

か
り
ゆ
し
美
術
展
開
催

第
五
回
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

か
り
ゆ
し
美
術
展
開
催

〜
シ
ニ
ア
の
創
作
活
動
を
応
援
し
ま
す
〜

作
品
募
集

▲昨年度の公開講座の様子

7月1日（月）～10月31日（木）
部門：日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真
※募集要項、申込書については、
　本会ホームページからダウンロードできます。
　http://:www.okishakyo.or.jp/ikiiki/

◇◆作品募集期間◆◇

応募資格：概ね60歳以上の方
※変更等がある場合もございますので、申込
みの際には、事前に電話連絡くださいます
ようお願いします。

かりゆし長寿大学校特別公開講座一覧（予定）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

6/25
（火）

7/25
（木）

8/22
（木）

9/26
（木）

10/31
（木）

12/24
（火）

1/21
（火）

2/13
（木）

開設日 テーマ 講　師

『生涯現役』

『沖縄の冠婚葬祭』

『郷土の歴史①』

『郷土の歴史②』

『くらしと法律』

『こころの健康管理』

『認知症サポーター養成
　講座』

『ふるさとの心を育てる
　沖縄の文化力』

沖縄県かりゆし長寿大学校
　学長　新垣雄久

沖縄県文化財審議委員
　崎原　恒新

沖縄県立芸術大学
　名誉教授　井上　秀雄

沖縄県立芸術大学
　名誉教授　井上　秀雄

グループホームふれあい
　仲里　宏淳

沖縄弁護士会

沖縄県臨床心理士会

公立大学法人名桜大学
　理事長　比嘉佑典

特
別
公
開
講
座
開
催
の
案
内

60
歳
以
上
の
方 

ど
な
た
で
も
聴
講
可
能 

要
申
込

特
別
公
開
講
座
開
催
の
案
内

60
歳
以
上
の
方 

ど
な
た
で
も
聴
講
可
能 

要
申
込

沖縄県社会福祉協議会・いきいき長寿センター
電話098-887-1344　FAX098-887-1349
メールアドレス：ikikichouju@okishakyo.or.jp
ホームページ：http://www.okishakyo.or.jp/ikiiki/

【申込・問い合わせ】

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

平成26年1月８日（水）～13日（月）
開催場所：沖縄県立博物館・美術館
　　　　　　　　 企画ギャラリー1・2
入 場 料：無料

◇◆美術展開催期間◆◇

沖縄県知事賞 第４回受賞作品　洋画部門：「廃屋のシーサー」
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県
社
協
で
は
、「
地
域
福
祉
活

動
モ
デ
ル
事
業
助
成
」
を
昨
年

度
よ
り
実
施
し
、
平
成
25
・
26

年
度
事
業
助
成
に
つ
い
て
は
、

８
団
体
の
応
募
に
対
し
、
３
団

体
の
事
業
に
つ
い
て
助
成
決
定

を
し
た
。

　
引
き
続
き
平
成
26
・
27
年
度

の
モ
デ
ル
事
業
の
助
成
申
請
団

体
を
募
集
す
る
。

　【モ
デ
ル
事
業
助
成
の
対
象
】

①
既
存
の
事
業
や
公
の
制
度
で

は
対
応
の
難
し
い
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
先
駆
的
・

開
拓
的
な
取
り
組
み
で
、
他

の
モ
デ
ル
と
な
る
事
業
。

②
地
域
の
活
性
化
や
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
で
、
一

定
の
成
果
が
期
待
で
き
る
事

業
。

③
本
会
の
助
成
期
間
終
了
後
も

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
。

　【対
象
と
な
ら
な
い
事
業
】

①
公
的
補
助
事
業

②
公
費
委
託
事
業

③
主
財
源
を
他
の
資
金
制
度
で

充
当
す
る
事
業

【
助
成
対
象
団
体
】

・
社
会
福
祉
法
人

・
一
般
社
団
法
人

・
一
般
財
団
法
人

・
公
益
社
団
法
人

・
公
益
財
団
法
人

・
特
例
民
法
法
人

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人

・
任
意
団
体（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
グ
ル
ー
プ
を
含
む
）

・
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

　【助
成
の
概
要
】

☆
助
成
期
間（
２
年
間
）

　
…
平
成
26
・
27
年
度

☆
助
成
額（
２
年
間
）

　
…
助
成
対
象
経
費
の
80
％

　
以
内
で
、上
限
１
０
０
万
円

　詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
電

話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

沖
縄
県
社
協
・
い
き
い
き
長
寿

セ
ン
タ
ー

℡
０
９
８（
８
８
７
）１
３
４
４

h
ttp

:/
/
w
w
w
.o
k
ish

a
k
y
o

.o
r.jp

/
ik
iik

i/

〜
平
成
26
・
27
年
度
実
施
事
業
〜

◎平成24年度実績

求人数
求職者数（A）
紹介者数
相談件数合計
就職者数（B）
就職率（B/A）

267
343
219
1,083
106

30.90%

＋35人
－31人
＋4件

＋127件
＋6人

＋4.2ポイント

平成24年度 対前年度比

豊かで活力ある高齢社会を目指して
沖縄県高齢者無料職業紹介所

【年齢別求職登録者の割合（男女合計）】
70歳以上  9%

59歳以下
13%

60～64歳
55%

65～69歳
23%

【動機別求職状況】
その他  1%余暇利用  3%

健康保持  7%
小遣い  1%

生計維持
32%

生活費補助
56%

リーフレットも準備しております。
さらに詳しくはホームページ
からもご覧になれます。

http://www.okishakyo.or.jp/ikiiki/http://www.okishakyo.or.jp/ikiiki/http://www.okishakyo.or.jp/ikiiki/

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成
」募
集

社
会
福
祉
振
興
基
金
助
成
事
業

「
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
事
業
助
成
」募
集

　県社協・いきいき長寿センター内に設置される「沖縄

県高齢者無料職業紹介所」は、高齢者の方々が長年培っ

た知識と経験技能を活かした仕事を紹介することによ

り、高齢者の生活の安定と健康や生きがいづくりに寄与

し、豊かで活力ある高齢社会を目指す相談機関です。

　高齢者（概ね60歳以上）の方でお仕事をお探しの方は

ご相談ください。

　また、高齢者の雇用をお考えの事業所のご相談も受け

付けています。
　

【開所日】毎週　月～金曜日（祝祭日は休み）
【相談時間】午前９時～午後５時
【費　用】無料
【場　所】県総合福祉センター西棟３階
【電　話】098-887-0148

（正午～午後1時を除く）
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県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協

議
会
で
は
、
県
老
人
福
祉
施
設

協
議
会
と
と
も
に
被
災
地
へ
の

職
員
派
遣
の
募
集
を
行
い
、
福

島
県
南
相
馬
市
の
（
福
）
伸
生

福
祉
会
へ
沖
縄
県
内
か
ら
福
祉

施
設
職
員
４
名
を
派
遣
し
た
。

　
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
原
発
事
故
の
影
響
で
厳
し

い
状
況
下
に
あ
る
社
会
福
祉
法

人
を
支
援
し
よ
う
と
全
国
社
会

福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
（
全

国
経
営
協
）
の
要
請
を
受
け
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
（
福
）
ゆ

う
な
の
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
谷
茶
の
丘
．
雅
（
玉
城
篤
子

所
長
）
の
介
護
福
祉
士
４
名
が

派
遣
さ
れ
た
も
の
。
４
月
10
日

か
ら
30
日
ま
で
の
間
、
２
名
ペ

ア
で
各
10
日
間
に
わ
た
り
実
施

さ
れ
た
。

　
前
半
に
派
遣
さ
れ
た
の
は

比
嘉
美
香
さ
ん
と
冨
着
利
奈

さ
ん
の
女
性
職
員
ペ
ア
。
派

遣
先
の
施
設
で
は
、
沖
縄
料

理
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
、
玉
城
所
長
よ
り
送
っ

て
も
ら
っ
た
沖
縄
の
食
材
で

ソ
ー
メ
ン
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
を

作
っ
た
と
こ
ろ
「
３
回
も
お

か
わ
り
し
て
も
ら
っ
た
」
と

大
変
喜
ば
れ
た
様
子
。

　
ま
た
、
後
半
派
遣
さ
れ
た

仲
本
直
弘
さ
ん
、
伊
藤
主
税

さ
ん
の
男
性
職
員
ペ
ア
は
、

「
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
を
披
露
し

て
み
ん
な
で
踊
っ
た
と
こ

ろ
、
最
後
は
自
然
と
輪
が
で

き
、
盆
踊
り
の
よ
う
に
な
っ

た
。
文
化
の
違
い
を
肌
で
感

じ
ら
れ
て
面
白
か
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

　
派
遣
を
と
お
し
て
の
感
想

に
つ
い
て
比
嘉
さ
ん
は
、

「
派
遣
前
は
暗
い
雰
囲
気
で

は
な
い
か
と
思
い
、
自
分
た

ち
が
勇
気
づ
け
に
行
く
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
利
用
者
さ
ん

た
ち
の
前
向
き
な
姿
に
逆
に

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
き
た
」

と
話
し
た
。
同
じ
く
冨
着
さ

ん
は
「
派
遣
先
で
は
『
介

護
』
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
お
年
寄
り

と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
の
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
」

と
振
り
返
る
。

　
ま
た
、
仲
本
さ
ん
は
「
休

日
に
訪
れ
た
浪
江
町
で
は
震

災
当
時
か
ら
全
く
変
わ
ら
な

い
光
景
に
言
葉
を
失
っ
た
」

と
語
り
、
伊
藤
さ
ん
は
「
復

興
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え

た
。
ま
だ
ま
だ
支
援
は
必
要

だ
と
感
じ
た
」
と
被
災
現
場

を
目
の
当
た
り
に
し
た
感
想

を
話
し
た
。

　
伸
生
福
祉
会
の
職
員
か
ら

は
、「
沖
縄
も
海
に
囲
ま
れ
た

地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
で

見
て
感
じ
た
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
沖
縄
に
帰
っ
て
も
防
災

意
識
を
高
く
持
ち
つ
づ
け
て

ほ
し
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ

た
と
い
い
、
そ
の
切
な
る
思

い
を
持
ち
帰
っ
た
職
員
派
遣

と
な
っ
た
。
　

　
全
国
経
営
協
で
は
こ
の
介

護
職
員
応
援
事
業
を
平
成
27

年
３
月
ま
で
継
続
予
定
で
、

沖
縄
か
ら
残
り
数
回
の
派
遣

募
集
を
予
定
し
て
い
る
。

▲福島県へ派遣された職員
　（写真左から）
　仲本直弘さん、伊藤主税さん、
　冨着利奈さん、比嘉美香さん

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
で

は
、
認
知
症
や
精
神
障
害
等
で

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援

助
や
金
銭
管
理
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　
同
事
業
を
実
施
す
る
沖

縄
県
社
協
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
事
務
作
業
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
平

成
24
年
度
に
民
間
企
業
と

と
も
に
業
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
着
手
し
、
今
年
５

月
よ
り
本
格
稼
働
さ
せ
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
初
期
相
談
記
録
入
力
か
ら
契

約
書
作
成
、
利
用
料
計
算
請

求
事
務
な
ど
、
業
務
に
か
か

る
ほ
と
ん
ど
を
一
元
管
理
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
利
用
者
が
増
え
続
け
る

中
、
事
業
担
当
者
や
基
幹
的

社
協
の
専
門
員
ら
が
行
う

ケ
ー
ス
記
録
や
金
銭
管
理
等

の
帳
票
入
力
・
整
理
と
い
っ

た
事
務
作
業
の
負
担
軽
減
と

効
率
化
は
急
務
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
か
ら
23
年

度
に
か
け
、
県
版
業
務
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
と
諸
様
式
の
見
直
し
を

行
う
な
ど
業
務
の
基
本
的
な
流
れ

の
統
一
化
に
取
り
組
み
、
こ
れ
を

踏
ま
え
て
今
回
の
シ
ス
テ
ム
開
発

へ
と
つ
な
げ
て
い
っ
た
。

　
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
で
は
利
用

希
望
者
か
ら
の
相
談
・
対
応
の
進

捗
状
況
を
一
覧
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
別
々

に
記
録
・
保
存
し
て
い
た
生
活
支

援
員
の
援
助
記
録
と
、
専
門
員
が

対
応
し
た
ケ
ー
ス
会
議
の
記
録
等

を
一
体
化
し
て
時
系
列
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
に
も

各
種
帳
票
出
力
、
利
用
料
や
生
活

支
援
員
報
酬
計
算
機
能
も
備
え

て
い
る
。

　
県
社
協
で
は
業
務
支
援
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
今
後
さ
ら
な

る
増
加
が
見
込
ま
れ
る
利
用
者

へ
の
対
応
力
の
強
化
を
図
る
。▲業務支援システムを操作する職員

業務支援システムの活用で
事務効率化を図る

～日常生活自立支援事業～

全
国
経
営
協

「
介
護
職
員
応
援
事
業
」

「
谷
茶
の
丘
・
雅
」の

職
員
４
名
が
福
島
県

南
相
馬
市
へ



　
就
職
・
雇
用
等
に
関
す
る

求
職
者
や
事
業
者
等
の
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
公
労
使
が
一
体
と
な
っ

て
沖
縄
県
の
雇
用
情
勢
の
改

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
お

き
な
わ
」
が
4
月
5
日
に
開

所
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
若
年
者

や
中
高
年
齢
者
、
母
子
世
帯

等
の
子
育
て
中
の
女
性
や
就

職
困
難
者
と
い
っ
た
様
々
な

状
況
に
あ
る
求
職

者
へ
の
支
援
は
も

と
よ
り
、
事
業
主

か
ら
の
相
談
も
サ

ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
総
合
的

な
就
業
支
援
拠
点
と
し
て
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
生
活
や
就
労
に
関
す
る

様
々
な
悩
み
を
抱
え
た
人
が

目
的
に
あ
っ
た
相
談
窓
口
を

見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
型
の
支
援
を
目
指
し

て
い
る
。

　
な
お
、
沖
縄
県
社
協
で
は

次
の
相
談
窓
口
を
出
張
相
談

と
し
て
定
期
的
に
実
施
し
て

い
る
。

13 福祉情報おきなわ2013.７.１
…………………………………………

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
総
合
的
な
就
業・生
活
支
援
に
期
待

　
ー 
那
覇
市
に「
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
お
き
な
わ
」開
所 

ー

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
総
合
的
な
就
業・生
活
支
援
に
期
待

　
ー 
那
覇
市
に「
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
お
き
な
わ
」開
所 

ー

相
談
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て

　
ー 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
担
当
職
員
並
び
に
相
談
員
研
修
会 

ー

相
談
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て

　
ー 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
担
当
職
員
並
び
に
相
談
員
研
修
会 

ー

▲初回面接の様子

センターの外観

▲

■
生
活
福
祉
資
金
貸
付
案
内

　
低
所
得
世
帯
等
を
対
象

と
し
た
貸
付
制
度
の
紹

介

(

毎
週
金
曜
日
10
時̃

16
時)

■
福
祉
人
材
コ
ー
ナ
ー

　
福
祉
の
仕
事
を
希
望
し

て
い
る
方
へ
の
職
業
紹

介

　(

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
　

10
時̃

16
時)

■
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

　
高
齢
者(

概
ね
60
歳
以
上)

で

　
仕
事
探
し
の
方
へ
の
職
業
紹
介

　(

毎
月
第
３
水
曜
日
10
時̃

16
時)

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

そ
の
他
の
相
談
窓
口

■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
求
人
情
報
提
供
、
職
業
相
談
、

資
格
取
得
・
訓
練
等
の
情
報
提

供
等

■
沖
縄
県
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　
15
歳
か
ら
40
代
前
半
ま
で
の
職

業
相
談
、
履
歴
書
添
削
、
面
接

対
策
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内

■
就
職
・
生
活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
就
職
や
生
活
に
問
題
を
抱
え
て

い
る
方
々
に
対
し
、
相
談
員
が

共
に
問
題
を
整
理
し
、
解
決
に

向
け
た
支
援
策
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
。

■
女
性
相
談
コ
ー
ナ
ー(

マ
ザ
ー
ズ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
併
設)

　
母
子
世
帯
や
子
育
て
中
の
方
が

仕
事
に
就
く
た
め
の
支
援
を
行

う
ほ
か
、「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」

も
整
備
し
て
い
る
。

■
事
業
主
向
け
助
成
金
相
談

　
助
成
金
制
度
を
は
じ
め
と
し

た
、
事
業
主
か
ら
の
雇
用
支
援

施
策
に
関
す
る
相
談

■
新
規
就
農
相
談

　
就
農
関
係
情
報
の
提
供
、
農
業

及
び
経
営
技
術
の
習
得
に
必
要

な
研
修
先
の
紹
介
、
融
資
制
度

の
紹
介
等

　グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
お
き
な
わ

　
那
覇
市
泉
崎
1‐

15‐

10

　(
旧
ろ
う
き
ん
本
店
跡)

　
℡
0
9
8(

8
6
5)

5
0
0
6

　(

月̃
金
・
9
時̃

17
時)

　
県
社
協
で
は
5
月
16
日
に

「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

担
当
職
員
並
び
に
相
談
員
研

修
会
」
を
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
た
。

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

の
適
切
か
つ
円
滑
な
運
営
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
こ
の
研
修
会
に
は
、

「
生
活
福
祉
資
金
相
談
員
整

備
事
業
」
に
よ
り
相
談
員
を

配
置
し
て
い
る
18
市
町
村
社

協
か
ら
41
名
の
担
当
職
員
・

相
談
員
が
参
加
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
県
社
協
民

生
部
長
か
ら
昨
年
度
の
事
業

実
績
が
報
告
さ
れ
、
全
体
的

に
貸
付
が
減
少
し
て
い
る
点

を
挙
げ
、
広
報
活
動
の
強
化

を
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
償

還
率
が
低
下
し
て
い
る
点
に

つ
い
て
「
各
市
町
村
社
協
の

相
談
員
に
お
い
て
も
償
還
指

導
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
と

要
望
し
た
。

　
続
く
事
業
説
明
で
は
、
県

社
協
の
貸
付
担
当
者
か
ら
貸

付
対
象
世
帯
か
ど
う
か
判
断

す
る
た
め
の
相
談
カ
ー
ド
の

記
入
の
ポ
イ
ン
ト
が
紹
介
さ

れ
た
。
ま
た
、
関
連
す
る
制

度
や
生
活
福
祉
資
金
の
取
扱

い
の
変
更
点
等
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、
相
談
者
が
必
要

に
応
じ
て
他
の
制
度
も
利
用

で
き
る
よ
う
公
的
貸
付
制
度

や
関
係
機
関
の
情
報
提
供
を

行
っ
た
。

　
続
い
て
、
県
社
協
の
償
還

担
当
者
よ
り
償
還
期
間
中
の

各
種
帳
票
に
つ
い
て
解
説
し

た
ほ
か
、
償
還
指
導
に
際
し

て
は
「
世
帯
の
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
、
無
理
の
無
い
償

還
が
行
え
る
よ
う
一
緒
に
考

え
て
ほ
し
い
」
と
助
言
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
各
市
町

村
社
協
の
担
当
職
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
質
問
に
県
社
協
担

当
者
が
回
答
し
、
貸
付
対
象

要
件
の
再
確
認
や
償
還
が
難

し
い
世
帯
へ
の
対
応
方
法
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
な
ど
、
日

頃
の
相
談
援
助
の
疑
問
解
消

を
図
る
と
同
時
に
相
談
技
術

の
向
上
を
目
指
し
た
研
修
会

と
な
っ
た
。
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【問合せ】

沖縄県社会福祉協議会

福利厚生センター沖縄事務局

電話 098(882)5703

※会員交流事業計画は、ホームページ
　でもご確認いただけます。

http://www.sowel.or.jp/roffic/?id=47

　
沖
縄
県
社

協
で
は
５
月

31
日
、
「
ソ

ウ
ェ
ル
ク
ラ

ブ
お
き
な
わ

推

進

委

員

会
」
を
開
催

し
、
会
員
交

流
事
業
な
ど

本
年
度
の
福

利
厚
生
事
業

計

画

が

協

議
・
承
認
さ

れ
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の

と
お
り
。

会
員
交
流
事
業
の
実
施

　
多
く
の
会
員
が
満
足
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
、
定
番
の「
映
画
鑑
賞
券
」や

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
は
じ
め
好

評
だ
っ
た
「
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ

券
」
を
ペ
ア
で
提
供
す
る
。県

外
旅
行
で
は
「
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
＆
シ
ー
」
を
用
意

し
、
２
日
間
の
パ
ス
ポ
ー
ト
付

き
で
宿
泊
先
も
徒
歩
５
分
で

行
き
来
で
き
る
旅
行
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、新
た
に「
沖
縄
本
島
・

宮
古
宿
泊
プ
ラ
ン
」
を
企
画
し

た
ほ
か
、「
プ
ロ
野
球
公
式
戦
」

で
は
観
戦
前
に
会
員
が
交
流

で
き
る
よ
う
に
食
事
券
を
付

け
て
い
る
。

地
域
開
発
メ
ニ
ュ
ー
を
開
拓

　
会
員
の
声
に
応
え
、
身
近
に

利
用
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
の
充

実
を
目
指
し
、
ホ
テ
ル
宿
泊
利

用
料
や
美
ら
海
水
族
館
等
の

娯
楽
施
設
入
場
料
の
割
引
等
、

企
業
と
の
提
携
に
向
け
て
取

り
組
む
予
定
。

　
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
沖
縄

事
務
局
で
は
、
社
会
福
祉
施
設

等
従
事
者
の
確
保
・
定
着
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
法
人

等
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

ソウェルクラブおきなわ会員交流事業・各種講習会事業計画

旅
　
行

コ
ン
サ
ー
ト
等

ス
ポ
ー
ツ

チ
ケ
ッ
ト
配
布

贈
呈
事
業

講
習
会

事業名 期日・会場 概要等 助成内容等 募集数区分

夏休みを利用して、
ご家族で楽しめる
２日間の旅行

プロ野球　阪神タイ
ガース VS 中日ドラゴン
ズ戦のチケット
バスケット bj リーグ
琉球ゴールデンキング
ス共通チケット

本島、宮古、八重山
における指定ホテルの
ランチ券への助成

離島在住の会員に対し
て、図書カードの助成
を行います。
休日等を利用して映画
を楽しんでいただきま
す。

職場で必要な接遇マナ
ーについて、専門講師
が実演を交えながらわ
かりやすく説明します。

参加費：無料 会員のみ 40名

40 名会員のみ

会員の家族

会員 1人 2枚

会員 1人 2枚

会員 1名 2枚

会員 1名 2枚

会員 1名 2枚

会員 1名 2枚

会員 1名 2枚 未定

参加費：無料
エクセル・アクセス・パ
ワーポイント等、参加者
のレベルに応じた講習会
を開催。

離島在住の会員に対
し、お子様の入学祝
金を贈呈。

一冊の本から始まる、
夢の世界へようこそ！

世界の名作が劇団四季
のミュージカルで蘇る

2月23日～
沖縄コンベンションセンター　他

7月9日・10日
沖縄セルラースタジアム那覇

10月～4月　26 試合程度
県総合運動公園体育館　他

7月1日～12 月末
ハーバービューホテル　他

12 月中旬配布

12 月中旬配布

6月下旬贈呈

9月頃

１１月頃

劇団四季ファミリー
ミュージカル

会食ランチ
「ホテルランチ券」

図書カード

映画鑑賞券

入学祝金贈呈

接遇講習会

パソコン講習会

プロ野球公式戦

ディズニー・ライブ！

沖縄本島・宮古島宿泊
プラン

開園30周年を迎えた東
京ディズニーリゾー２
日間

8月18日～24日
オキナワマリオットリゾート＆スパ
宮古島東急リゾート
[オーシャンタワー]

夏休みを利用して、ご
家族でリフレッシュ！

34,800～20,600円の
旅行費用に対して会
員10,000円、家族
5,000円を助成

会員・家族
※家族助成について
会員１名につき２
名まで

会員：20名
家族：20 名
※1日当たり
5ルーム

会員：20名
家族：20 名

200 枚
（100 組）

120 枚
（60 組）

700 枚
（350 組）

1,400 枚
（700 組）

2,500 枚
（1,250 組）

小中学生 32名
高校生　7名

450 枚

会員・家族
※家族助成について
会員１名につき２
名まで

89,800～74,800円の
旅行費用に対して会
員10,000円、家族
5,000円を助成

食事券及びＡ席チ
ケット5,000 円に対し
2,500 円を助成

2,000 円分ランチ券
に対し、半額（1,000
円）助成

2,000 円 分 の 図 書
カードに対し半額
（1,000 円）助成

割引価格 1,500 円に
対し500円助成

国映系共通映画券に
対し310円助成

小中学校　  5,000円
高校　　　20,000円

S席5,000円に対して
半額（2,500円）助成

S席4,000円に対して
半額（2,000円）助成

7月27・28日、8月3・4日出発
東京ディズニーランド＆シー

8月31日・9月1日
沖縄コンベンションセンター
劇場棟

バスケット琉球ゴールデ
ンキングス共通チケット

充実の会員交流事業

ソウェルクラブおきなわ
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① 7/31（水） 食事編　　　飲み込みのしくみ・食事の姿勢と介助方法

②  8/7（水） 排泄編　　　ポータブルトイレの種類と選定方法・排泄のしくみとオムツの装着方法

③8/14（水） 入浴編　　　実際に浴槽を使っての体感型入浴講座・入浴の介助方法と留意点

④8/28（水） 着脱編　　　身体の特徴と着替えの介助方法

⑤  9/4（水） 住宅改修編　リフォームと住宅改修の違い・住宅改修に関する介護保険について

定　員

会　場

受　付

時　間

料　金

先着16名程度

沖縄県総合福祉センター

7月8日（月）9：00受付開始（定員に達し次第締め切らせていただきますのでご了承ください。）

13時30分～16時30分

200円/1講座（全5回）

◎開 催 日◎
　　【前期】10月4日～6日（3日間）【後期】11月15日～17日（3日間）
◎場  　所◎
　　沖縄県総合福祉センター（那覇市首里石嶺町4-373-1）
◎申込期間◎
　　7月1日（月）～8月9日（金）
◎申込方法◎
　　本会ホームページを確認ください。http://www.okishakyo.or.jp/jinzai/
　　※再研修及び更新研修（実務未経験）は同様の内容で規定されているため、合同で実施いたします。
　　※実務経験者を対象とした研修は「専門研修Ⅰ、専門研修Ⅱ」となります。（沖縄県介護支援専門員協会で実施）

一般県民対象一般県民対象
はじめよう
シリーズ２
はじめよう
シリーズ２
はじめよう
シリーズ２

知って安心！役立つ知識や
介護技術を学びます。
知って安心！役立つ知識や
介護技術を学びます。

あなたも介護講座を受講しませんか？　～ 沖縄県介護実習・普及センター ～

お申込み・お問合せ　電話　098-882-1484　ＦＡＸ　098-882-1486
http://www.okishakyo.or.jp/kaigozisyu/

◎開 催 日◎

平成２５年度沖縄県介護支援専門員
再研修・更新研修（実務未経験）

～　受　講　案　内　～

≪介護支援専門員証の有効期限について≫
　介護支援専門員証には有効期限が設けられており、５年毎の更新が必要となっています。
更新するには指定の研修を受講する必要があります。今年度の更新に係る研修を下記のとお
り開催いたしますので、介護支援専門員業務に従事していない方で、対象となる方は受講申込
みの手続きを行ってください。
≪あなたは該当しますか？≫

すでに有効期限が切れており、今後実務に
従事する予定がある。

介護支援専門員再研修 介護支援専門員更新研修

有効期限が平成27年3月末までに満了し、
かつ実務経験を有しない者。

本研修に関するお問合せ先　（福）沖縄県社会福祉協議会　福祉人材研修センター　098-882-5703
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　身近な生活圏域

（自治会区や校区単

位）における住民同

士の「助け合い」や

「支え合い」による

小地域福祉活動が

全国的に注目され

ている。

　沖縄県社協では、

県内各地で取り組まれている様々な小

地域福祉活動を取り上げ、併せて社協活

動をＰＲすることを目的として、「平成

24 年度小地域福祉活動実践事例集」を

発刊した。

　この事例集は、23 年度から 4 カ年か

けて、県内各地区（北部、中部、南部、宮

古・八重山・本島周辺離島）の実践事例

を紹介することとしており、2号目とな

る平成 24 年度号は中部地区の 10 市町

村社協の事例を掲載している。

　どれも地域の特色等を踏まえた活動

事例であり、大いに参考となる一冊。是

非ご一読いただきたい。事例集に関する

お問い合わせは、沖縄県社協・地域福祉

部まで。

『平成24年度
　小地域福祉活動実践事例集』を発刊

　
広
報
紙
「
福
祉
情
報
お
き
な

わ
」
で
は
、
県
内
各
地
の
福
祉

活
動
を
紹
介
す
る
「
シ
リ
ー
ズ

活
動
最
前
線
」
の
連
載
を
行
っ

て
い
ま
す
。あ
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で
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ま
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▲昨年度の講習会の様子

　
沖
縄
市
で
理
容
業
を
営
ん

で
い
た
比
嘉
政
榮
さ
ん
（
73

歳
）
は
、
55
歳
か
ら
絵
画
を
始

め
、
今
で
は
沖
展
に
何
度
も
入

選
す
る
ほ
ど
の
腕
の
持
ち
主
。

仲
間
と
県
内
各
地
に
足
を
の

ば
し
て
風
景
を
切
り
取
る
こ

と
が
楽
し
み
だ
と
い
う
。表
紙

の
絵
は
奥
さ
ん
と
旅
行
先
で

見
た
東
村
慶
佐
次
の
風
景
を

描
い
た
も
の
。

　「
絵
を
始
め
た
こ
と
で
交
友

関
係
が
広
が
っ
た
。恩
師
や
友

人
が
い
て
こ
そ
今
の
自
分
が

あ
る
。『
出
会
い
は
人
生
の
招

待
状
』
で
す
。」
と
比
嘉
さ
ん
は

目
を
輝
か
せ
て
絵
画
の
魅
力

を
語
っ
た
。

作成者：比嘉  政榮 さん
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４
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31
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）●沖縄県地域活動連絡協議会 様

作品名「慶佐次風景」作品名「慶佐次風景」県
社
協
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事
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訪問カー


